
本日はお忙しい中
ありがとうございます。

お手数ですが名前表記を
各保育園名に変更をお願いします。



子どもを守る命の教育

2023.5.23

性教育



たてぬま　はるか

【社会福祉士】

地域包括支援センターで高齢者の方々の
相談に日々耳を傾けています。

【思春期保健相談士】
３年ほど某協会のインストラクターとして
お母さんに向けて、家庭で楽しく性教育が

できる方法をお伝えしていました。
現在は、思春期保健相談士として

お母さんや子どもに関わる方たちに性教育の
必要性などについてお伝えしながら

SNSなどで思春期の子どもたちの相談にのっています。



性教育をはじめたきっかけ

児童虐待を減らせないのか。

厚生労働省　第18次報告　(令和 ２年４月１日から令和３年３月31日まで)

亡くなった子どもの人数 ７７人

亡くなった子どもの年齢 ０歳 ３２人 65.3％
月齢０か月児が15例・16人（50.0％）

この数を一人でも減らしたい

しかし、母になり初めて知った

児童虐待は他人事ではないこと。

テレビで流れてくる



でも忘れないでほしい

そうせざる終えなかった母親がいる。

無責任な男性がいる。

未来ある子どもたちに

そんな思いをさせないためにも

性教育は絶対に必要 だということを伝え続けていく。



本日みなさんにお伝えしたいこと

性教育の必要性
どうして今性教育が注目をされているのか。

先生たちに知っておいてほしい事
どうして保育施設での取り組みが大切なのか。



性教育と聞いて
どんなイメージを
思い浮かべますか？

チャットに入れてみてください。



どうして今性教育が
注目を集めているのか？

テレビや雑誌で
取り上げられることが
多くなってきました！



タブー視されてきた性教育
性犯罪の被害者や
加害者になる子が増加
幼い子どもたちを狙う事件が増え
世界からの性教育の遅れが
目立つようになった。

某芸能事務所の事件もあり、さらに注目されています。



包括的性教育の進め方を記したユネスコの「国 際セクシュアリティ教育ガイダンス」は
性教育の国際的な指針になっています。

世界基準となっている包括的性教育とは？

身体や 生殖の仕組みだけでなく
人間関係や性の多様性、ジェンダー平等、幸福など

幅広いテーマを含む教育です。

そこに記されているのは

性教育は５歳から



ガイダンスの8つのキーコンセプト

①人間関係
②価値観、人権、文化、セクシュアリティ
③ジェンダーの理解
④暴力と安全確保
⑤健康とウェルビーイングのためのスキル
⑥人間のからだと発達
⑦セクシュアリティと性的行動
⑧性と生殖に関する健康



世界の性教育を見てみましょう



誰もが、性犯罪・性暴力の加害者にも
被害者にも、傍観者にもならない

性犯罪・性暴力対策強化のための関係府省会議

「性犯罪・性暴力対 策の強化の方針」が決定
令和2年　6月

性犯罪や性暴力の根絶にむけて

令和２年度から４年度まで の３年間 性犯罪・性暴力対策の「集中強化期間」

令和5年度から7年度まで の３年間

性犯罪・性暴力対策の「さらなる集中強化期間」



性犯罪・性暴力は、被害者の尊厳を踏みにじる行為であり、決して許されない。 
「相手の同意のない性的な行為は性暴力である」等の

認識を社会全体で共有し、取組を強化していく。

【１ 刑事法の改正に係る対応及び刑事手続の適切な運用】


【２ 再犯防止施策の更なる充実と性犯罪・性暴力の予防】



【３ 被害申告・相談をしやすい環境の整備】



【４ 切れ目ない手厚い被害者支援の確立】


【５ 教育啓発活動を通じた社会の意識改革と暴力予防】


【６ 新たな課題等への対応】








【２ 再犯防止施策の更なる充実と性犯罪・性暴力の予防】











 〇再犯防止対策の更なる強化等
 〇地方公共団体による再犯防止施策の支援
 〇わいせつ行為を行った教員等の厳正な処分と再発防止 
（教員等・保育士に関する対応、日本版DBSの導入に向けた検討

 日本版ＤＢＳとは？
 性犯罪歴を持つ人物が教育や保育の現場などで働くことを制限するもの

 子供と接する職業に就く人には性犯罪歴がないことの証明が必要な英国の制度がモデ
ル。 ＤＢＳは英内務省が所管する組織「ディスクロージャー・アンド・バーリング・
サービス（Ｄｉｓｃｌｏｓｕｒｅ　ａｎｄ　Ｂａｒｒｉｎｇ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）」の
略称で、性犯罪歴がないことを証明する書類を発行している。英国では書類を提出し
なければ子供に接する職業には就くことができない。性犯罪は再犯率の高さが指摘さ

れており、子供の安全を守るため、危険性の有無をチェックする仕組みだ。



生命の安全教育概要
発達の段階に応じた

生命(いのち)を
大切にする。

加害者に
ならない。

被害者に
ならない。

傍観者に
ならない。

具体的には？ ・「水着で隠れる部分」は自分だけの大切な場所
・相手の大切なところを、見たり、触ったりしてはいけない

・いやな触られ方をした場合の対応を教える【幼児期】



実際に起きている
トラブル

・息子が下級生の胸を
触ってしまった。
・子ども同士で性器を
見せ合いっこ。
・性器の写真を送ってしまう。

子どもが被害者や加害者になる可能性は大いにある！



令和3年 子どもの性被害

検挙件数 2330件
被害児童数 1504件

1か月125人　1日4人
の子どもたちが被害にあっています。

この数を見てどう思いますか？



性犯罪の加害者は
どんな人が多いと思いますか？
男性？女性？　知らない人？身内？

身近な人が 8割



小さな頃からの性教育が重要小さな頃からの性教育が重要
ちなみに性犯罪者に狙われる可能性は

男女差はほぼなく、自分で動けるようになった赤ちゃんからだと

覚えておいてください。



性教育って何から始めたらいい？

プライベートゾーン
の徹底

自分だけの大切な場所



プライベートゾーンって？

水着で隠れる部分＋くち
は自分だけの大切な場所

胸・性器・おしり・お口

何度も何度も繰り返し
伝え続けることが大切！！

他の人には見せたり、触らせたりしない！



被害を被害と認識し
対処できるようになる

知らずに加害者になって
しまうことを防ぐことができる

被害にあっている人を
助けることができるようになる

プライベートゾーン
を理解すると…

何かあった時に大人に
相談できるようになる



もう一つ子どもたちに伝えたいこと…

同意 について

例えば
手をつなぎたいときは

「手をつないでもいい？」
と聞いて相手が「いいよ」と言ったら手をつなぐ



これを小さなころから習慣化することでトラブルを防ぐことができ

大きくなった時に

性的同意をきちんととれる人になる

それと同時にプライベートゾーンの話の時にも伝えることで

イヤなことはイヤと言ってもいい

自分の身体のことは自分で決めていい！



知識はその子を守るためのお守りです！

子どもたちは必要な知識が身についていない為に…
被害にあってしまったり

知らないがゆえに加害者になってしまう。

知識は力になります。

被害者にも、加害者にもさせないために
小さなうちから正しい知識を身につけることが重要

子どもたちが間違った知識を入れる前に！



なぜ先生たちに
性教育が大切だと
知ってほしいのか。

乳幼児期の“性”について
モヤモヤしたことは
ありませんか？



男女で遊び着の
色が決められている。

トイレは男女
一緒でいいのか。

子どもが性器を
触っているのを見て

なんと声をかけていいのか
わからない。



大人も子どもも
「子どもにも権利があり、一人の人間として

尊重されるべき存在。」
であることを再確認する必要がある。



子どもの“性”を大切にすることは
「子どもの人権を大切にする」




自分のからだは
自分だけのもの

自分の「性」を
肯定的にとらえる

ことができる


人はそれぞれ
違うことを

知る

周りの人のことも
大切にできる

“性”は恥ずかしい・いやらしい
ものではないということを知ってほしい。






①どんな環境の子にも伝えていきたいから。

②子どもたちが「相談して大丈夫」と思える大人を増やしたい。

③子どものSOSに気付いてほしい。

④命について話を聞いて、自分を大切にできる子が
　ひとりでも多くなってほしい。

先生たちに知っていてほしい理由



多くの保育園では

食育という形で
野菜など育てていませんか？

なぜ取り組んでいますか？



性教育を通して

いのちの始まりを知ることは


自分自身を肯定し
自分自身をかけがえのないものとして

捉えることができます。

では、どうして子どもたちは自分のいのちのはじまりについて
知る機会がないのでしょうか。



あなたは生まれてきてくれただけで
１００点満点。

生まれてきてくれてありがとう。

性教育は人権教育
命の大切さ。自分や他人を大切にする。多様性を知る。

子どもたちに一番伝えてほしいこと。



性教育は子どもたちに継続的に伝える必要があります。
ぜひ先生方も知識を深め、日々の保育に
取り入れていただけると嬉しいです。

性教育の知識は自分自身の人生も豊かにしてくれます。

先生への勉強会、保護者への勉強会
継続的なフォローなどいつでもご相談ください。

一人の母親として保育園という場所のありがたさを実感し
心身の健やかな成長をサポートするという重要な仕事を
してくださっている保育士の皆さんにだからこそ
子どもたちと一緒に楽しく実践していただきたい。



ご清聴ありがとうございました。


